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一11．4
上表の申，隣町の回覧数と新活動藪とをグラフ化すれば，剃圖の如くである．
破線は前者を表し，實線は後者を示す．相識歯式は11，新法では2が最低であ
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るが，本丁には相労する日は見られない．之の理由は・箪猫黒鮎一個の場合で
あって，從來は1＋10d1・新法では1十1＝2となるからである・
　極大の比較　本丁で二二に，極大起日と歎値の相違が明瞭に示されて居る．
　・5日目二二……二日は軍A，集A，密Dの3群が見られて，群量は1＋3＋10
44となった．三二量は1＋5＋27＋（10×3）＝　63となり，36個口総敷中，3個
は第四種：黒黙で，稀に見る盛大な・見事な眼三三黙であった・おそらくは各種
の天然現象を地球に惹起せしめた“あばれ者”と考へられる．加ふるに，前日
の密A型17が，翌日には67に爆稜的な塘：加であった．骨法では止ヒの問の増加は
17であるが，新法では50となtl　！斯様な著しい獲展に適した活動量の附與であ
る．6日も本群が連思して第二位の量である．
　21日の研究……輩A，密A2群，集A2群，2Pち第一種：黒黙のみが25個，5
個の群となって居る．部ち，奮法では75で，極大となったが・新法では黒黙量
は25で，群量は　　eq　A・・・…1，　　集A……3x2＝＝6，　　密A……4×2・＝8，、
合して15，之に25を加へて，40となって居る．5群とも，既に想像の如く，避
く通常の者のみであって，今回の割合に淋しV・表面に過ぎなかった．
　雨極大の比較性法抵，21日が9だけ多いが，新法では37の減少である．讃者
で1若し當時の記録を保持さるる：方は，爾者を比較する時に，いつれに活動量
がより多いかの二叉に苦しまるる：方は無いであらう．．私が計回する新法の提案
は此の事實が不合理極る所であり，之を獣過するのは観測者の良心に恥ぢる所
也と感ずるや，切なるに因る．私は尽る協力者より伺ふ所に依れば，私が東亜
天文協會の観測者にて，斯る不漏の叫びは藪回に及んで獲表されたとの事であ
る．私は此の改革實行は，経験淺き襯測者でなく，籔年間眞劔な観測維験を有
する者の共同の事業と考へる．
　全般の比鞍　新法は，第四種を含む黒黒占が出現した場合は上位にあり，通常
は下位にある．7日置出現は群量10の密D今一つで，同じとなって居る．黒黙
藪と黒黒占量の同一なのは第一種のみの日であって，1，15，16，18，20，21，22，
24の8ケB間が．ある．一見3G日は爾者は一致して居るが，’Vは所謂偶然であっ
て，全然一致す可き理由は無V・・曲線の高低の具合は何れとも言ぴ難V・が，前
述の理由で，不一致は何等の懸念する要は無いのである．本法は，第一に他観
測者と同じ原理で計数して比較を試みたい．之には是非とも投影でなくてスグ
ツチを必要とする．口径の相違によって惹起する差異は米粒斑に似た細微黒門
出がある．1或は観測時刻の差による相違も必然的だが，之等は避けられなv・．
　本法の弱黙　要するに，第一にアマチ＝．アの提案なること，第二に相封藪への
愛着，第三は緯度量の未導入等。しかし観測はすでに素人の領域であるから丈
素人の問題である．課員讃者の批判と協力を所って抽筆する．（1942，9，3）
